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ノレース台風に作う空電*

1.緒 言

著者は，先に~電発生I二 関する一般法則的問(3)を

見出 し， そのー例と して キヅア台風に伴う ~電につい

て記述した.

元来，台風の性質は，到来の季節jに依存ずるは勿

論，遂行中の緯度によって，性質を変ずることがわか

っているので，本文では，昭和26年 10月に襲来した

Jレース台風に伴う窓電について報告し，キジア合瓜の

場合との異同等も明らかにしI交いと思う.

キ グア合~は， 初秋の合風で，二百十日前後に到来

したものであるが，ルース台風It，中欽の台風で，本

邦を襲う合風としては，終りに:近いものと云うことが

出来る.中央気象台との逗絡の行革いの篤，合風がJii

盛期に主主する一歩手話で，観測を打切ったこ とは，遺

憾であるが，それでも，キジア台風の折とは臭った

色々の性質が明らかにされた.

ルース合風 (4)(5)(t，昭和26年10月6日j]ロ 9:Y

群島の東方洋上に 1007mb位の弱い熱帯性低気庄

(Tropical depression)として認められた.7 R 15時

金 原 淳

には，グワム島の南東5∞kmのお上に進み，中心示
度は1000mbであったが，名所の筏測も この頃から

始められた.9日9時には，グワム烏の西方 600km

の海上に注し， 熱帯性侭気圧(Tropicalstorm)とな

り，ノレース(Ruth)と命名された.この時の中心示皮

(t 992mbで，鍔l時22kmの並皮で，西北西に進行し

ていた.主主10日9時には.ji:Jtの烏島南方500kmの

海上に主主し，中心示度979mb茨大図、主主40m/sの合

問、とな り，次第に発達しながら，西北西.に澄んだ.12 

日9時には，沖縄の南方850kmの溶上に濯し， 中心

;示度928mbとな り， 中心附近の民主主60m/sで，牟

i三4∞km以内で(t，25 m/s以上の風が吹いていた.
その後12R 21時には，中心示tt924 mbに主主し，最
盛期に達したので為るが，本電のj伐'iJlljは，11日の21

時で・打切られたので，今一歩と云う処で了ったこ とに

なる.

観測中の日時にもfずる2レース合庫、の中心位置，中心

示度，進行方向及び潜行速度(t，第1妥の湿りであ

り， ，島各図は，図1に示してある.
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10月8日 9 11.70 144.40 1∞2 
15 12.7 143.6 1000 NW  25 

弱い熱手首性低気圧

21 13.2 142.6 998 WNW 20 

9 A 3 13.5 141.3 996 
w 25 

9 14.2 139.8 992.9 WNW 30 

15 1!).0 138.7 989.9 NW  25 
書室常性侭知主

21 15.7 137.9 987.5 NW  20 

10日 3 16.1 136.8 983 WNW 20 
台風となる

9 16.3 135.7 978 w 20 

15 16.5 134.3 971 
w 25 

21 17.1 133.5 965 NW 20 

11日 3 17.8 132.6 959 
NW  20 

9 18.2 131.7 953 WNW 20 

15 18.6 130.2 948 WNW 25 

21 19.0 129.6 940 NW  12 

.. 1;文11昭和27年 5月気象研究所2電話会て講演したものに加1<したものであ吾.



図1. ルース台皮、経路間

x!om主61待問毎の依i?t，例えば3/9(主9日の3
時 (JST)，@印lま飛行機規測による位包，アy

ダーライ yのあるのはドロップゾ yデによる中心

街度，例えば， 978(0855)は8時55分の ドロップ
ゾンデによる彼測で中心指皮978mbを示す.

観測;ま，昭和26年 10月7日20時50分から 11日

20時 52分迄，千葉孫山武郡大卒付の電波監理紛昂測

定所(35036'N， 140028' E)と名古屋大学笠竜研究所

初測宰(34050'N， 137022' E)で行われ，観測時刻は，

地上天気図の発行される3時， 9時， 15時， 21時を

主としたが，折々は， 日決I~刻近 くということで 18

時にも行った.正F在な時刻，t次のj湿りである.

0250-0252 

0850-0852 

1450-1452 

1750-1752 

2050-2052 

これは， ~村観測所の向11寺観測を貯1~;に保持・する矯 ，

屯波W;:王手.奈良会の襟都道~を利用したので ， 交信に便

利なという点で，了皮の時刻b、ら少しずらした.方f立

浪~'iË燃は，夜間誤差の少いことと ， 笠間到達距務の長

いことと，電波の努力の大なることから，従来週り

10 kc/sに同l測させた.その他，測定に関する細目は

度々報告した通りであるが，今回の分は木号問中津大

雄君の報告に記してある.

11.観測結果並びに解諜
初測によって得た資料・に基き， EZ:電初:をアジア地図

に記入した上，中央気象台予報認の日下部課長及び課
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夜iのJ!i:弘主美並びに合.)!F.I.の後方又:t中心F付近に存する侃

京風の谷の前面の4支払岐にも ， ~・疋:京の分布が認め

られた.勿論，f.帰京回、の場合l主，偏西風の場合程矧ぎ

なものではない， 普通，~同Jl{風の場合は谷の後方がJ段

i弘元主主だから， 今聞の観測が台風、lこイ* 号 特別な事'h~によ

るものか否かは向研究の余地があるが， ~.電分布域に

は，気象観測でも，電光，駁市，街活L~ミ等方:現われて

いて，著しレJ除法械であることには疑問がない・この

イ出に，銚子Iゆから.大卒洋上・350N 平野附近に原因の

椅¥不明な華華しい谷川疋分布iJ:認められた.この傾向は，

多季開則には更に顕著に現われているので，色々研勾

して見たが，所;野上府大気中のジ z ツトストリー

ム向 (]etstream)に依存するものらしく，別な陵会

に報告する考えである・

1.偏東風の谷と関係あるもの

10月7日， 8日の重県帯性低気庄においては，その中

心叉It中心の少しく商を通って， 700mbに偏東風の

谷が認められるが，その谷の前面1'10ち西側に答電源が

分布している.元来，偏東風の?宇のj並行に対しては，そ

の爺Hiiiに発i浪域.その後面に牧5詰域を生ずることが.

一般原則の械であるが，欽況により必ずしもその通り

にはならないで，上越の様にその逆のことが起る例も

ある.昭和25年立の雷雨に対しても逆な例が尖託さ

れている.(7)叉11日夜，台風、が相当発注 して，中心

示度940mbとなった頃.中心の後方tlPち東南方l二，

700mbの偏東風の?宇治:現われているが.谷の前面且(l

"t?西Oiijに~電源の分布が認められる. 気象図から見て

も顕著なJ段級があり， 疑 号余地ItなL、(図2).以上何

図2. 10月11日20時50分の25電分布図

員の方 の々感度によって，地上主t:ぴに高所気象要素を X 印;主~電源

;Jl'.記することが出来たので，これについて係討した結 れも偏東風の谷の前回lこ答電源の分布が認められ、A文
集， 次の棋な傾向が認められた. 品立校たることが明らかであるが，台風に関係した特別

キジア合風の時には， 台風の誕行方向の右側の牧紋 な現象か否かは未だわからない.

域主:主と して2ff電源分布の場所であったが.Jレース合 2.偏恋風の谷と賜係あるもの

.a..の場合には，この他に，合風の前回に窃われた7∞ 7∞mb叉は 5∞mbの偏西風の谷が，台風の中心
mb又は500mbにおける偏西風の1千(Trough)の前 叉はその話国から北に向って走。， 谷の前面!W':>谷の
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芳明lに窓電源の顕著な分布が認められることが多かつ 時50分及び11円2時50分には，合風の中心から前

ナこ.偏西風の手干の前商に牧訟な生ずることは.一般原 方約500kmを北i二向って売ってL、る 700mbの偏明

貝1/であるが，台風に作って南方から抑窃せた潟熱な気 風の谷があり.これによると考えられる~電源の分布

流が流入した震に， J校教が顕著になったと考えること は， 台風の中心から 300kmの附廷に始 り， 引に沿っ

が出来るから，ここにt.;電波の分布が認められるのは て散在してレる(図3)・

主L然であろう 10日171涛50分には， 700 mbの偏西風の谷が，合

例えば9日14時50分，10 R 8時50分，10 Ii 20 民の路、中心から北に走っているが，この場合l土谷の

凶3(a). 10月9日141待50分の佐官涼分布図 1:;;] 4. 10月10日17時 50分の祭電分布図

×印はE豆電源

国3(b). 10月11日2時50分の答電波分布図

x印之ささ電波

x 印'i~:，電波

図5.10月10日8時 50分の2Z屯分布図

x印:主然電波



内川によ互い、丙風による冷気回の昔ト汎があり，X終の
東側には砕訪からの深熱気回の北上が著しく ，後者が

白j有の上に法上った篤か.谷及び予干の西filjに答電の分

布がり司符である.尤も，このような例は極めて硲であ

る{凶 4)• 

10円8時50j}に(，t，700 mbの他l二500mbにも偏

向風の合があり.700 mbののは台風のrtJ心透かrJij方，

500mbの1}(1恥むの泣くの官官方から北に向って先っ

ているが，両方の才子の前面に夫々~電の分布ヵ:寝具者

で， J段似の去し、いことを示している(図的.

?尺気肉上:こ;士，行の記号・は入っていなL、が，気庄の

同況と終電源の分布から，今の存在方:舷定せられるも

のには・8日81湾50分，8日20時 50分.9日8時 50

あ 9日14時50分.9日17時50分.9日201時50分，

11日141存50分等があを. この内，初めの二つは台

風乃中心と北方の高気圧との間に生ずる主主鼠級上の枚

以とも考えられないことはなL、(凶6).

G16. 10月8日8時50分の22電分布図

×印l主22;屯淑

以上のi!ilJには，合民、の中心の北に寒冷前線があるの

で，これに伴うど・電波の分布も考えられるが， 偏西風

のF.rの市ílii'úに生ずるJ位倣以の~!m(主頗る明瞭で， 測候

所の切測がある場合には， g-;:.電源の附近に電光，雷

鳴，駁雨，積乱雲等の存在が示されていて，上述の考

認を「二是認し，併せて，先に発表した佐電発生の一般法

則(1)(2川}を3足首きしているのである.

3. tt臥のl政敏波と関係あるもの
台風の~l~行に芝生り，中心の右~i!J ，東乃至北の会限に

は，7∞ mb に顎詩な牧~~~或を生ずることが認められ

る均今治:多い.その内には， 台侭の中心と右側の高気
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iii:l7. 10 月 11 日 8 時 50分の~:iE分布図

xflJはも;'沼('fl.

陀とのFtnに生ずる突風機と考えIきるものもあるが， 何
れにしても，これ等J改念品交にはど電波の分布が認めら

れることは，キヅア合風の場今と同様で，10日17時

50分.10 ~1 20 時50分， 11日8時50分，11 fi 14時

50分等・にその例が見られる(凶7).

III.結論

今問の，νース台風('1，歓の牛::fに到来したもの'e，

#瓜と しては長もj~~ 、季節にI売する . 従て，その性質

も初玖の干ジア台風 とは!foっているが，三百の点で

は，キジア台師、の均合と同ローな中心の右打iの牧fるさ主に

生ずると::電の(iEに， 合f昔、を議〈もののーっと 与えられ

ている俄西風のf干の吉方面ifiOち東側lこZ長なり・電源の分

布を見た.その他には， {!朗、風の宇?の言67可1 ~~i令市]松

の附涯， 上が大気>I~のジェ" ト ストリ ームに問主きし

た上汗の前~~~~付近にも認、められたが，これ等について

は ， 冬季乃E主æ.に伴う~:電と共に別なU{j:;に誠子r f'る

宅-えである.今聞のtJlilli!結果について特に気付いたー
とは， t;・沼矧刈技[廷の感度を[f:iめることであって，こ

れによって， 今、さ気付かれなかった新 しい~r)&が期作

され百年t'-.''f:研究 l:にも， 予報啓一応等のりミ用上に も~医

用される腕が拡大されるのではなL、かと思う

IV.謝 辞

本lOl'，jC(主， さヰ所の tl労ニWj~;~説的め~K{JTir只のな2・丈]段

;日 によって得たう;つどの資料と.Ifl9:ぷ，iq、1ヤ('1根深のH

ド部課長及び向課員の方々の控慢によって得たーーをの

資料とに築いて穴ベて鴇果であるので，11~係のブj 々の



108 

御骨折に対して深〈感謝すると共i二，種々助言を奥え

られた気象研究所の荒川惇士並びに， 絶えず本研究を

激励される和迷気象台長， fl3j'沼学長，iLt沢nli総長に対
して深甚の誠意を表すーる.

V.文献
(1) A. Kirnpara: The Typhoon Kezia and Atrnos. 

pherics. Proc. Japan Acad. 27， No. 7 (1951). 

(2) A. Kirnpara: Ditto. J. Geornag. Gcoele. 

Japan. 3， No. 2 (1951). 

(3)金原淳:袋電発生に閲する考察一附キジア台風

と ~.電-;g.:研報告 2， 1号・(1951).

(4) rド央気象台異常気象報告昭和27年第7号台風

ルース概報 2月(昭27).

(5)中央気象台業報第37M第 1-2号 Jレース 台風

資料 3月(昭27).

(6)正野重方:上府大気中のジエヴト ストリ 』ム.

Wt 22， 5号 (1952).

(7)大阪管区気象台昭和25年度雷雨続報


